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 平成 24 年度 通常総会 

 環境及び地球温暖化防止啓発活動 

＊ 環境月間 街頭キャンペーンに参加 

＊ 時津町立時津小学校 4 年生 「総合的な学習」に参加 

～「時津川と自然」をテーマに講話～ 

～時津川のお話を聞いて、いろいろなことを知りました～ （時小 4 年 松竹 颯斗） 

＊ 長与中学校 1 年生「総合的な学習」に参加 

＊ 地球温暖化防止活動推進員全体研修会 

 カンボジア支援のその後   （友岡 純一会員） 

 中山菜園だより 

～菜園をイノシシから守れ！ 電気柵の整備、拡張～  （久松 利明会員） 

 協働事業（平成 24 年度 放課後子ども教室） 

＊ “とぎつ いただきますクッキング教室”スタート 

＊ 「子どもエコ祭」を開催 

～「子どもエコ祭」に感じたこと～     （長崎大学教育学部 平井 理子） 

＊ 長崎外国語大学留学生も参加 国際色も出てきたエコクッキング 

～クッキング教室に参加して思うこと～  （長崎外国語大学 清末 真微） 

～スペンサー・ウェントランドさんの感想～（長崎外国語大学 Spencer Wentland） 

～王さんの「水餃子作り」奮闘記～    （長崎外国語大学 王 茜茜） 

～外国語大学リーダーのひとこと～    （長崎外国語大学 清末 真微） 

 ホームページ掲載記事リスト（平成 24 年 4 月～6 月） 

 

 

 

★ 平成 24 年度 通常総会 6666 月月月月 24242424 日（日（日（日（日日日日）実施）実施）実施）実施 

時津公民館視聴覚室で、NPO 法人コミュニティ時津の「通常総会」を開催した。前日から雨が
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降り続き、大雨洪水警報発令下の開催であったが、予定通り午後 4 時に開会し 5 時 40 分には閉

会した。司会進行役（総合司会）は、田窪事務局長が務めた。 

 青山理事長あいさつ後、定足数確認で議決権のある正会員 34 人に対し出席者 16 人、表決委任

者 17 人（未回答者 1 人）、計 33 人を出席として総会が成立することが報告された。 

 議長に清浦 保氏、議事録署名人に宮崎 清氏と一番ヶ瀬 時也氏

が選出された。 

 第１号議案と第２号議案を青山理事長が一括報告をし、坂本監

事（中尾監事）が会計監査報告をして満場一致で承認された。次

いで第３号議案と第４号議案を一括説明・提案をし、満場一致で

承認された。 

 今年度の事業計画では、次年度（平成 25 年）が NPO 創立 10 周年に当たることから、今年度を

準備期間にするという提案があった。予算については、カンボジアのためにと、ご寄付をいただ

いた分を（寄付者の意志を尊重して）カンボジア支援費として予算化した以外は、ほぼ前年度並

みであるとの提案があった。 

 その他の項では、青山理事長が議題で説明、報告した分の補足説明で、各担当 4 人から次のよ

うな活動報告があった。 

 １．活動全般（田窪会員） 

 ２．中山菜園報告（鳥巣会員） 

 ３．カンボジア支援報告（友岡会員） 

 ４．“いただきますクッキング教室”（中原会員） 

※ 最後に新会員でオブザーバー参加の原田 穣さんを紹介し総会を閉会した。 

 

★ 環境及び地球温暖化防止 啓発活動 

＊環境月間 街頭キャンペーンに参加 

6 月 9 日（土）、長

崎市浜の町ベルナー

ド観光通りで、長崎

県と市が主催、浜ん

まち 6 商会協賛の街

頭キャンペーンが、環境月間（6 月）中の取

り組みとして開催された。 

今年のオープニングセレモニーには、長崎

南山小学校のコーラス部の児童が出演し、開

会セレモニーに花を添えた。 

この催しには長崎県や市、九電、民放局、

NPO、大学生、その他環境活動団体、企業など

28 団体（社）が参加し、午前 11 時 20 分から

午後 3 時半まで、各種パネルの展示や活動実

績報告、エコグッズづくり体験、エコクイズ、

パンフレットの配布などで、熱の入った啓発

活動が行われた。 

 

西彼地区推進員のブースには、小学生から

大学生、子ども連れの父母、祖父母など約 130

人が訪れ、エコライフチェックやエコ（かる

た）クイズに挑戦した。当法人の会員で推進

員の 4 人が対応した。 

総会の様子 

西彼地区推進員のブース 
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＊時津町立時津小学校 4 年生 「総合的な学習」  

～「時津川と自然」をテーマに講話～ 

6 月 27 日（水）、時

津小学校の総合的な

学習（4 年生 3 クラス

対象）に青山が参加し

た。時津川は長崎市横

尾町鳥帽子岳や時津町鳴鼓岳に発し、山から

団地、事業所などの排水、用水路、側溝、河

川などの水と合流し“ごみや汚染水”を加え

ながら流れを大きくして大村湾に注ぐ。一方、

私たちは河川の水をためた中山ダム、久留里

ダム、西海川などから飲料水を得ている。そ

のためごみを捨てない、汚染水を流さないこ

と。山、川、海を守る飲料水の保全、ホタル

やウナギなど小さな魚介類の棲（す）める環

境づくりが必要ということを話した。 

同校4年の松竹君に感想を寄せてもらった。 

  

～時津川のお話を聞いて、いろいろなことを知りました～  時津小学校 4 年 松竹 颯斗  

時津川は、どこから始まって

いるのか、どうしたら、あんな

に大きな川になるのかなどを教

えてもらいました。たとえば時

津川は、時津の川ではなくて長崎県の管理の

川だそうです。時津川と名前は付いているの

に時津町の管理ではないので不思議でした。 

川はどこから始まっているかという疑問に

は、長崎市横尾町の奥のほうにある山から水

が出ていて、それが他の川や用水路と合流し

たりして大きな川になっているそうです。身

近な川だと思っていたのに、そんなに長い川

だと知って驚きました。 

それからＮＰＯ法人の活動を直接お聞きし

ました。後から、皆さんがされている活動を、

担任の先生からもお聞きしました。いろんな

活動をしているのだなと思いました。お話の

中で一番心に残ったことは、「たくさんの人

への協力の呼びかけと、その呼びかけに応え

る心構えが一番大切だ」ということでした。   

僕は僕にできることはお手伝いできたらいい

なと思いました。

 

＊ 長与中学校 1 年生「総合的な学習」に参加 

～ボランティアを知る～ 

6 月 18 日（月）、長

与町立長与中学校（白

石 幹幸校長、 生徒

数 508 人）1 年生の総

合的な学習の一つで

あるボランティア学習に「エコ長与」として

参加し、地球温暖化防止の啓発活動について

話をした。 

参加生徒数は21人（男子 13人 女子 8人）、

担当職員は臼井 理恵先生。講師役は当法人会

員の一番ヶ瀬と当法人会員で長崎県地球温暖

化防止活動推進員の田窪が務めた。 

 この学習は、長与町内で活動を行なってい

るボランティアの方や障害を持つ方、福祉施

時津川（時津公民館付近） 

松竹君 

１年生「エコチーム」 
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設の職員の方、及び施設を利用される方との

「ふれあい」や「交流」を通して、自分たち

の住んでいる町を知り、地域への感謝の気持

ちを持つとともに、自分の将来の生き方を考

える機会とすることを目的としている。 

 今回は 1 年生（6 クラス 179 人）が、要約

筆記や手話サークルなどの校内グループと病

院や福祉施設を訪ねる校外グループに分かれ

て学習した（計 8 グループ）。 

 「エコ長与」は午後 1 時から 3 時半までの

2 時間半、日ごろ行なっている「出前講座」

のやり方をそのまま紹介しながらボランティ

ア活動について説明した。  

 後日、講座についての生徒全員からの感想

が寄せられた。感想文からは、われわれが伝

えようとしたことが十分に伝わり、自分も何

かやらねばという意気込みが感じ取られてう

れしかった。今後の活動の励みにもなった。  

 

＊ 長崎県地球温暖化防止活動推進員全体研修会      

推進員の全体研修

会が、長崎 I・K ホテ

ル（長崎市恵美須町）

で 5 月 26 日（土）、

27 日（日）の 2 日間

開催された。今回の研修会には、長崎県知事

から委嘱を受けた 91 人（任期 2 年）のうち

39 人が出席して開催された。研修会は、推進

員としての持ち味を生かした活動の方法やネ

ットワークづくりなどについて学ぶとともに、

他推進員との情報の交換などを通じて推進員

活動の課題や不安を解消することを目的とし

て開催された。 

 

当法人の推進員は、長与町の伊豫田・山本、

時津町の原田・鳥巣・田窪の計 5 人。 

 

★ カンボジア支援のその後    友岡 純一 会員  

 昨年10月皆さんとカンボジアを支援訪問し

て以来、2 度カンボジア（バッタンバン）に行

ってまいりました。 

 ノリア孤児院の子どもたちに一昨年、揚水

ポンプと貯水タンクを当法人から寄贈してお

りましたが、源水の井戸水に塩分、シリカ分

が多く、そのままでは飲めず、池の水を 2 度

ろ過して飲料水として使っていました。その

改善策として雨水をタンクにためて、ろ過し

て飲料水にするこ

とにしました（前

号で報告済み）。 

今回の訪問（5

月）では、コンク

リートタンクの屋

根工事とボーイハウス（宿舎）の雨どいの取

付け及び配管工事は終わっていました。 

また、探していた

最終ろ過装置も手ご

ろなセラミックろ過

装置が見つかり、設

置の段取りを済ませ

てきました。 

 ソーラー発電装置

は、3 棟とも稼動しており LED との組み合わせ

で照度も増し、夜の学習に役立っています。

今回は、コンバータを取り付けたことによっ

てパソコン・モバイルホーンの充電にも使用

できるようになりました。 

 自立のための豚の飼育は、現在 5 軒の家庭

伝え方についての講演 

セラミックろ過装置 

軌道に乗ってきた？豚飼育 
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で行っており、少しずつではありますが育っ

ています。さらに支援を続け飼育家庭を増や

して、現地の人たちの生活向上に役立てたい

と思っています。なお、豚はタイからも輸入

しており、100％国内自給ではありません。 

今後もこれまで同様、支援訪問や支援活動

を続けていきます。 

皆さまのこれまでのご協力に感謝するとと

もに、今後ともよろしくお願いいたします。

 

★ 中山菜園だより 

～中山菜園をイノシシから守れ！ 電気柵の整備、拡張～ 収穫体験ほ場代表 久松 利明 会員 

クッキング教室の

野外活動の一つと

して 11 月中旬に予

定されている「収穫

体験」に備えて、今

年もさつま芋、大根、ジャガイモの収穫が出

来るように準備を進めています。 

今年は 5 月中ごろから「イノシシ」が現れ

て畑を掘り返し大変な被害が発生しました。

特に根物が好物らしく、ジャガイモや里芋を

はじめ、植え付けたばかりのさつま芋を引き

抜いてしまうのです。たまりかねて、菜園の

仲間が集まり「イノシシ対策」として電気柵

の敷設を決めました。現在、部材を購入し作

業が進行中です。 

 幸いに、子どもの畑は前から対策されてい

て、被害は受けていませんので予定通りに作

業をしています。 

さつま芋は、5 月 21 日に当法人の会員 3 人

が植え付けを行い、順調に成長しています。

これから秋口にかけて草取りや施肥を数回行

う予定です。 

大根の種まきは９月初旬、ジャガイモの種

芋植え付けは９月中旬の予定で、それから収

穫まで順次草取り、肥料施し、間引きなど会

員らの協力を得て行います。 

収穫体験は 11 月 17 日（土）、収穫を喜ぶ子

どもたちの姿を見るのが楽しみです。 

 

 

 

★ 平成 24 年度 放課後 子ども教室 

＊ “とぎつ いただきますクッキング教室”スタート 

4 月 28 日（土）、 

“ いただきますクッ

キング教室”がスタ

ートした。 

 当法人の協働事業

として実施してきたクッキング教室も今年で

8 年目。教室の初回生（当時小学 6 年生）は、

高校を卒業し就職したか大学生になっている。

この教室で学んだエコクッキングを忘れてい

ないか、機会があれば思い出し、キッチンに

立っているだろうか？気になるところである。 

 例年通り今年も時津町内 4 小学校の校区別

に会場（北部コミセン、時津小、東部コミセ

ン、福祉センター）を代え、来年 2 月までの

約 1 年間、90 人の児童（小 3～6 年生）を対象

にエコクッキング教室を開催する。今年度も

「ご飯とみそ汁が自分で作れるようになる」

を目標に、総計 44 回（11 回×4 教室）開催す

協 働 事 業 

さつま芋の植え付け後 

クッキング教室 
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る。一つの教室当たり 11 回、うち 8 回が料理

実習で、3 回は 4 教室合同の体験学習。 

子どもたちはこの教室で、エコクッキング、

食の安全・安心、環境について学ぶ。 

 

＊ 「子どもエコ祭」を開催 

6 月 30 日（土）、

時津町総合福祉セン

ターで 4 教室合同の

「子どもエコ祭」を

開催した。参加児童

数 75 人、大学生スタッフ 14 人（長大生 9 人 

外大生 5 人）、一般スタッフ 20 人（当法人会

員や家族）総勢 109 人が参加。大学生のブー

スでは「小麦粉でつくるガム」「清涼飲料水

の砂糖について」「味覚について」「汚水の

ろ過実験」「対馬の海岸漂着ごみ」「エコク

イズ」が、地球温暖化防止活動推進員のブー

スでは「エコかるた」や「エコかるたクイズ」

「電灯別消費電力のチェック」など、7 テーマ

を 7 つのブースに展開し催された。事前の準

備もさることながら当日は、早い班で朝 7 時

半から準備に取り掛かった。 

 

今年のクッキング教室は、交換留学生ら外

国人学生の参加も多い。大学生代表の平井さ

んと外国語大学の代表や留学生らに寄稿して

もらった。 

 

～「子どもエコ祭」に感じたこと～ 長崎大学教育学部 平井 理子（学生スタッフ代表） 

今回の「子どもエコ

祭」は、クッキング教

室として初めての試み

であったため、不安が

心のどこかにあったよ

うに思う。 

しかし、子どもたちの真剣な顔つきや笑顔

を見ているうちに、その不安もどこかに吹き

飛んでしまった。それほど、子どもたちのパ

ワーが大きかったのだろう。 

私たち長大生は「食育と環境」をテーマに

した実験を行った。どのテーマも子どもたち

は楽しんで取り組んでいた。それだけでなく、

メモを取りながら、話を聞く子どももたくさ

んいた。いつものクッキング教室とは違う“学

び”がそこにはあったのではないだろうか。 

それとともに、あらためて「食育」や「環境」

が、子どもたちの体や心を豊かにすることを

感じた。子どもたちを育てていくなかで、私

自身大事にしていきたいことだと思った。 

「お菓子やジュースを選ぶときには、考え

ないといけないね」という言葉が子どもたち

の中から出てきた。ただ楽しむだけでなく、

おのずとそういった感想を持てるようになっ

たことをとてもうれしく思った。 

 

これからのクッキング教室でも、ただ料理

を作るだけでなく、子どもたちにとって何か

を得たと感じさせられるような働き掛けをし

ていきたいと思っている。「食育」や「環境」

の大切さに子どもたちに気付いてほしい。そ

れだけでなく、私自身も、子どもたちと一緒

に成長させてもらっている気持ちでこれから

1 年間頑張っていきたい。 

 

 

吉永さん（左）平井さん（右） 

「子どもエコ祭」 
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＊ 長崎外国語大学留学生も参加、国際色も出てきたエコクッキング 

長崎外国語大学 BBS（Big Brothers and Sisters Movement） 

クッキング外大スタッフ代表 清末 真微 

私たち長崎外大 BBS クラブは、子どもたち

との触れ合いの一環として、昨年に引き続き、

今年も「とぎつ いただきますクッキング教

室」に参加しています。今年度は留学生（ア

メリカ・中国）の入部もあり、彼らと子ども

たちとの交流を積極的に行っています。子ど

もたちにとっては異文化を感じる場となり、

また留学生にとっては、日本の子どもたちの

姿や料理を通してエコ精神、食の大切さを学

ぶいい機会になっています。 

 

アメリカ人留学生のSpencer Wentlandと、中国人留学生の王 茜茜の活動報告書を掲載します。 

 

 

～スペンサー ウェントランドさんの感想～     長崎外国語大学 Spencer Wentland 

This past Saturday I joined at Togitsu Elementary School. Both the teacher and students 

were very kind. The kids were a little shy but very cute. It was my first time so I had 

a lot to learn. We made Bibimbah, Miso soup, Tomato salad, and Cocoa pudding. It was 

delicious. The event was very fun and hope to go again. Thank you very much! 

（6 月 9 日土曜日、私は時津小学校で開催されたクッキング教室に参加させていただきました。

先生も子どもたちもとても優しかったです。子どもたちは少しシャイですが、とてもかわいかっ

たです。このような経験は初めてだったので、学ぶことがたくさんありました。今回作った料理

はヘルシービビンバ・味噌汁・トマトとじゃこのサラダ・ココアプリンでした。とてもおいしか

ったです。楽しかったのでまた参加したいです。ありがとうございました）    

 

 

～「子どもエコ祭」 王さんの「水餃子」作り奮闘記～  長崎外国語大学 王 茜茜 

6 月 30 日（土）、

「子どもエコ祭」に

参加させていただ

きました。 

私がリーダーと

して水餃子を作ることはとても不安でした。

私は母の手伝いをしたことがあるだけで、最

初の皮作りからは、初めてで心配でした。そ

のため、作り方を何回も故郷の母（中国在住）

に確認し、自分でも試作を繰り返しました。 

 本番では無事完成しよかったです。本場中

国の水餃子をみんなに提供することができて、

中国の文化も伝えられたと思います。子ども

たちの「おいしい！」という言葉は私にとっ

て最高のプレゼントになりました。 

「子どもエコ祭」ということで、環境を守

る姿勢にも感動させられました。幼いころか

らエコ意識を持つことは大切だと思います。

日本での思い出がまた一つ増え、これからも

日中文化の交流に力を注ごうと思いました。

    

 
右が王 茜茜さん 
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～外大リーダーのひとこと～    長崎外国語大学 清末 真微（クッキング外大スタッフ代表）

今回の活動は異文

化を意識したものと

なり、外大ならではの

交流ができたのでは

ないかと思います。ク

ッキング教室を通して、「食べる」という視点

から私たちの生活全体を見直すことができ、

活動参加者は自分たちの食に対する意識が変

わったと思います。 

外大 BBS にとってクッキング教室との出会

いは本当に価値のあるものです。これからも

積極的に参加したいです。

   

 ★ ホームページ掲載記事リスト（4 月～6 月 ホームページ 11 件 ブログ 16 件） 

情報満載のホームページも開いてみよう！ 

1. いただきますクッキング教室「子どもエコ祭」 

2. 平成 24 年度通常総会 

3. カナリーインフォメーション 2012 

4. 長与中学校１年生「総合的な学習」 

5. 6 月環境月間 街頭キャンペーン 

6. いただきますクッキング教室（福祉センター） 

7. いただきますクッキング教室（東部コミセン） 

8. いただきますクッキング教室（時津小学校） 

9. 時津川改修工事 中間報告 

10. クッキング教室始まる（北部コミセン） 

11. 会報 32 号（コミュニティ時津）

ホームページアドレス：http://www.togitu.org ブログ：http://togitu.blog65.fc2.com/ 

ブログへは当法人のホームページのトップページからアクセスできます。 

《ブログ入口ブログ入口ブログ入口ブログ入口    》という表示があります、   をクリックすると開きます。 

 

★ 会員の皆さんへ   

4 月から新年度に入りました。年会費はお近くの理事にお渡しいただくか、下記預金口座へ

の振り込みをお願いいたします。誠に勝手なお願いですが、年会費は年度初めにご納入くださ

るようお願いいたします。  

  十八銀行時津支店  普通１９１９７３   

親和銀行時津支店  普通２５７５９１９  
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